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総

　会

総

　会

　

大
阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
定
期
総
会
を

平
成
30
年
6
月
20
日
に
天
王
寺
区
の
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
於
き
ま
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

6
月
18
日
7
時
58
分
ご
ろ
、
大
阪
府
北
部
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
地
震
に
お
い
て
、
多
く
の
高
等
学

校
が
被
災
さ
れ
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
大
阪
府
教
育

庁
の
方
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
ま
た
、
大
阪

府
立
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
方
々
に
ご
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
催
に
先
立
ち
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
の

武
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
教
育
庁
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
29
年
度
の
大
阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

協
議
会
役
員
、
安
全
互
助
会
会
長
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
及
び
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪
代
表
の
東

住
吉
高
等
学
校
、
農
芸
高
等
学
校
、
千
里
高
等
学
校
、

泉
鳥
取
高
等
学
校
、
岸
和
田
高
等
学
校
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
終
了
後
、
安
全
互
助
会
の
山
下
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
30
年
度
定
期
評
議
会
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

次
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
総
会
に
移
り
、
平
成
29
年
度 

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
さ
れ
、

各
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
30
年
度
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
承

認
さ
れ
た
山
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、
30
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に
終
わ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
府
立
高
等
学
校

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長

山
本
　
千
尋

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、
平
成
30
年
度
大

阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
和
泉
高
等
学

校
の
山
本
千
尋
と
申
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
協
議
会
の
活
動

に
御
協
力
、御
支
援
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
、
会
員
の
皆
様
や
幹
事
校
の
役

員
の
方
々
、
各
学
校
の
先
生
方
な
ど
と
協
力
し
話
し

合
い
な
が
ら
生
徒
達
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
を
作
り
、
ま
た
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

え
る
様
に
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は
、

長
男
が
小
学
校
3
年
生
の
秋
に
突
然
訪
れ
ま
し
た
。

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
っ
て
、
出
て
み
る
と
大

勢
の
人
が
お
ら
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
願
い
し
ま
す
と

頼
ま
れ
た
の
が
発
端
で
す
。
そ
の
後
も
中
学
校
、
高

等
学
校
で
も
依
頼
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

確
か
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
大
変
な
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
引
き
受
け
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ

と
で
自
分
の
知
識
を
高
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
を
教
わ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、
自
分
の
知

識
の
な
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
役
員
を
引
き
受
け
る
か
ぎ
り

は
、
出
来
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
無
く
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
出
来
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
み
ん

な
で
楽
し
く
行
い
た
い
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
、
課
題
点
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

各
校
で
考
え
る
の
で
は
無
く
、
全
て
の
学
校
の
問
題

と
し
て
考
え
ら
れ
る
様
な
、
協
議
会
に
な
っ
て
い
け

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の

学
校
を
良
く
し
て
参
り
た
い
と
協
議
会
の
全
て
の
役

員
は
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

会
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は

今
後
と
も
御
支
援
、
御
協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（1）  平成30年11月 1 日	 ら し ん ば ん 	 （第76号）
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訪
問
シ
リ
ー
ズ
(75)

訪
問
シ
リ
ー
ズ
(75)

港
南
造
形
高
等
学
校

港
南
造
形
高
等
学
校

【
は
じ
め
に
】

　

9
月
26
日
（
水
）、
大
阪
市
住
之
江
区
に
あ

る
大
阪
府
立
港
南
造
形
高
等
学
校
を
訪
ね
ま
し

た
。
台
風
21
号
に
よ
る
暴
風
警
報
と
停
電
に
よ

る
4
日
間
の
臨
時
休
校
の
影
響
で
、
本
来
な
ら

9
月
15
日
（
土
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
文
化
祭

も
1
週
間
延
期
さ
れ
、
文
化
祭
終
了
直
後
の
慌

た
だ
し
く
さ
れ
て
い
る
中
で
の
学
校
訪
問
で
し

た
。

　

今
年
の
夏
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
食
堂

で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
授
業
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
見
学
し
た
授
業
は
、
15
の
造
形
分
野

に
分
か
れ
る
「
領
域
」
と
い
う
実
習
の
授
業
で
、

港
南
造
形
高
校
の
中
で
も
特
色
あ
る
授
業
の
1

つ
で
す
。
洋
画
や
日
本
画
を
は
じ
め
、
木
工
、

染
織
、
漆
芸
な
ど
、
生
徒
た
ち
が
制
作
し
た
作

品
は
、「
こ
れ
が
高
校
生
の
作
品
な
の
か
!?
」

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
り
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
港
南
造
形
高
校
は
日
本
一
の
規
模
を

誇
る
美
術
系
専
門
高
校
】

　

港
南
造
形
高
校
は
、
30
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
美
術
系
専
門
高
校
で
生
徒
数
、
施
設
、
設
備

は
日
本
一
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
環

境
の
中
で
「
確
か
な
学
力
」、「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

力
」、「
発
信
力
」
を
身
に
付
け
、
将
来
、
美
術

の
世
界
で
活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の

育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
高

等
学
校
芸
術
文
化
祭
、
近
畿
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
、全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
な
ど
、様
々

な
コ
ン
ク
ー
ル
で
多
数
の
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
府
内
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
へ

の
出
品
数
、
受
賞
数
は
常
に
№
1
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

【
夢
を
実
現
し
、
品
性
あ
る
人
に

な
る
こ
と
を
学
ぶ
場
】

　

美
術
は
際
限
の
な
い
奥
深
い
世
界
で
あ
り
、

卒
業
後
も
さ
ら
に
学
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
港
南
造
形
高
校
で
は
、
進
学
を
め

ざ
す
生
徒
に
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
敷

き
、
進
路
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
美
術
、
工

芸
、
教
育
系
学
部
な
ど
国
公
立
大
や
私
立
大
、

専
門
学
校
等
に
約
80
％
の
生
徒
た
ち
が
進
学
し

ま
す
。

【
夢
を
実
現
す
る
た
め
の

3
年
間
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
】

1
年
生
：�

美
術
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
ま
す

　

1
週
間
に
7
時
間
、
美
術
の
専
門
科
目
の
授

業
が
あ
り
、
約
1
／
4
が
美
術
の
授
業
で
す
。

「
造
形
基
礎
Ⅰ
」、「
平
面
造
形
」、「
立
体
造
形
」、

「
素
材
研
究
」
で
1
年
生
は
2
０
０
名
全
員
が

共
通
で
履
修
し
ま
す
。

2
年
生
：�

興
味
・
適
性
に
応
じ
て
自
由
に
選

択
で
き
ま
す

　

1
週
間
に
10
時
間
、
美
術
の
専
門
科
目
の
授

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
共
通
履
修
科
目
の
「
造

形
基
礎
Ⅱ
」、
15
の
造
形
分
野
か
ら
興
味
や
特

性
に
応
じ
て
、
3
分
野
を
選
択
す
る
「
領
域
」

が
あ
り
ま
す
。

3
年
生
：�

志
望
の
進
路
別
に
選
択
で
き
ま
す

　

美
術
の
専
門
科
目
を
生
徒
た
ち
の
希
望
に
応

じ
て
選
択
し
ま
す
。
共
通
履
修
科
目
は
「
造
形

基
礎
Ⅲ
」、「
課
題
研
究
」と
な
っ
て
い
ま
す
。「
課

題
研
究
」
は
1
年
間
を
か
け
て
卒
業
制
作
を
完

成
さ
せ
ま
す
。

全
学
年
：�

さ
ら
な
る
実
技
力
・
学
力
の
向
上
へ

全
校
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

毎
週
土
曜
日
に
希
望
者
対
象
の
「
デ
ッ
サ
ン

講
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
普
段
の
授
業
と

は
異
な
る
緊
張
の
中
で
、
制
限
時
間
内
に
作
品

を
完
成
さ
せ
、
実
技
力
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
3
年
生
の
希
望
者
対
象
に
普
通

教
科
の
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
「
セ
ン
タ
ー

講
習
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
校
あ
げ
て
、

国
公
立
大
学
進
学
な
ど
進
路
実
現
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
行
事
】

体
育
祭

　

全
校
生
徒
を
3
つ
の
団
に
わ
け
、「
競
技
」、

「
応
援
合
戦
」、「
マ
ス
コ
ッ
ト
」、「
衣
装
」
の
各

部
門
で
競
い
合
い
ま
す
。「
マ
ス
コ
ッ
ト
」と
は
、

5.4
×
3.6
ｍ
の
大
き
な
応
援
用
看
板
で
デ
ザ
イ
ン

か
ら
制
作
、
設
置
ま
で
趣
向
を
凝
ら
し
、
生
徒

た
ち
で
制
作
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ

は
『
妖
怪
』。
伝
統
的
な
妖
怪
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
妖
怪
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作

品
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

体
育
祭
の
も
う
一
つ
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「
応
援
合
戦
」
は
、
休
日
を
返
上
し
、
多
く
の

練
習
を
重
ね
、

本
番
で
は
一

糸
乱
れ
ぬ
統

制
の
と
れ
た

パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
応
援

団
が
身
に
付

け
て
い
る
衣

装
も
生
徒
に

よ
る
デ
ザ
イ

ン
で
、
す
べ

て
手
作
り
と

な
っ
て
い
ま

す
。高

校
展

　

3
０
０
名
近
く
の
生
徒
た
ち
の
作
品
を
「
大

阪
府
高
等
学
校
美
術
・
工
芸
展
（
高
校
展
）」

に
出
品
し
ま
す
。
会
場
の
大
阪
市
立
美
術
館
の

壁
面
は
港
南
造
形
生
の
作
品
で
埋
め
ら
れ
ま

す
。
他
校
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
出

品
数
と
高
校
生
離
れ
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
で
圧
倒

的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
評
価
を
受

け
た
作
品
は
「
文
化
の
甲
子
園
」
と
も
呼
ば
れ

る
「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
」
に
大
阪
府

代
表
と
し
て
、
本
校
の
多
く
の
作
品
が
毎
年
選

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
優
秀
賞
15
点
、
奨

励
賞
71
点
の
受
賞
が
あ
り
、「
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
」
に
大
阪
府
代
表
と
し
て
4
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭

　

本
校
の
も
う
一
つ
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
文
化
祭
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
絵
画

部
に
よ
る
入
退
場
用
ア
ー
チ
、
軽
音
楽
部
の
ラ

イ
ブ
、
演
劇
部
に
よ
る
演
劇
、
模
擬
店
や
舞
台

発
表
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
気
あ
る
発
表

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ョ
ー
ク
を

使
用
す
る
黒
板
ア
ー
ト
は
、
他
校
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
造
形
高
校
な
ら
で
は
の
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
ア
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
価

値
は
あ
り
ま
す
。
来
年
度
の
文
化
祭
を
是
非
、

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

芸
文
祭

　

高
校
展
に
続
き
、
冬
期
に
開
催
さ
れ
る
「
大

阪
府
高
等
学
校
芸
術
文
化
祭
（
芸
文
祭
）」
へ

も
本
校
か
ら
多
数
の
作
品
を
出
品
し
ま
す
。
出

品
さ
れ
た
作
品
の
中
で
、
審
査
を
通
過
し
た
作

品
が
美
術
館
展
示
さ
れ
る
た
め
、生
徒
た
ち
は
、

毎
日
没
頭
し
て
、
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

芸
文
祭
で
も
本
校
の
出
品
数
や
入
賞
数
は
他
校

を
出
し
抜
い
て
、
圧
倒
的
な
数
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【
今
回
の
訪
問
者
の
感
想
】

・�

生
徒
さ
ん
や
先
生
方
が
明
る
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
と
先
生
の
関
係
が
す

ご
く
良
い
こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。

・�

生
徒
さ
ん
た
ち
の
授
業
に
対
す
る
姿
勢
が
と

て
も
素
晴
ら
し
い
。
み
な
さ
ん
で
切
磋
琢
磨

し
て
作
品
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
に
感
動

（第76号）	 ら し ん ば ん 	 平成30年11月 1 日  （2）



（3）  平成30年11月 1 日	 ら し ん ば ん 	 （第76号）

会
大
会
兵
庫
大
会
が
「
心
時
代
の
夜
明
け
～

絆
と
感
謝
か
ら
生
ま
れ
る
心
が
未
来
を
つ
く

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
神
戸
国
際
展
示
場
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
15
日
（
日
）
連
日
の
猛
暑
の
中
、
朝

か
ら
近
畿
各
地
区
よ
り
大
勢
の
参
加
者
が
神

戸
国
際
展
示
場
に
来
ら
れ
、
神
戸
市
立
須
磨

翔
風
高
等
学
校
「
和
太
鼓
部
」
に
よ
る
力
強

い
迫
力
の
あ
る
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

兵
庫
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
・
実
行
委
員
長
・
来
賓
の
挨
拶
・

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
と
順
次
進
行
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

記
念
行
事
講
演
と
し
て
弁
護
士
の
住
田
裕

子
氏
が
「
変
革
期
の
今
…
人
、
意
識
、
ど
う

変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
経
歴
、
体
験
談
を
交
え
女
性
の

社
会
進
出
が
難
し
い
中
、
検
事
か
ら
弁
護
士

へ
の
転
身
、
そ
の
中
で
の
子
育
て
の
苦
労
。

そ
れ
ら
が
修
業
と
な
り
仕
事
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
得
意
・
不
得

意
よ
り
も
や
り
た
い
事
が
大
切
、
苦
手
に
挑

戦
す
る
人
は
伸
び
る
、
挫
折
を
あ
じ
わ
っ
て

も
負
け
ず
に
挑
戦
し
続
け
た
事
で
力
が
つ
い

た
と
話
さ
れ
、
本
当
に
強
い
方
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
精
神
を
今
の
子
ど
も

達
に
是
非
持
っ
て
貰
い
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

昼
食
は
兵
庫
県
立
高
砂
高
等
学
校
「
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
部
」
の
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
、
兵

庫
県
特
産
物
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
弁
当
を
頂

き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
実
践
発
表
が
あ
り

　

・
奈
良
県
立
奈
良
高
等
学
校

　
　

�「T
he Prim

e of T
hem

  

～
彼
ら
の
輝

け
る
日
々
に
立
ち
会
っ
て
～
」

　

・
和
歌
山
県
立
海
南
高
等
学
校
大
成
校
舎

　
　
「
地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
」

　

・
兵
庫
県
立
小
野
高
等
学
校

　
　
「
地
域
と
と
も
に
！
融
和
か
ら
発
展
へ
」

　

の
三
校
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
じ
て
多
く
の
役
員
の
方
と

お
会
い
す
る
事
が
で
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大

変
さ
を
同
じ
様
に
感
じ
な
が
ら
も
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
学
生
生
活
が
送
れ
る
様
に
親
と

し
て
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
を
懸
命
に

考
え
協
議
す
る
皆
様
に
本
当
に
敬
意
を
払
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
兵
庫
県
の
役
員
方
々
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
和
歌
山
大
会
で
す
。
ま
た

皆
様
と
お
会
い
出
来
る
事
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
68
回
全
高
Ｐ
連

佐
賀
大
会

（
副
会
長　

瀬
川　

昇
）

　

第
68
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大

会
佐
賀
大
会
が
、8
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
）

佐
賀
県
佐
賀
市
・
鳥
栖
市
・
唐
津
市
・
嬉
野

市
で
開
催
さ
れ
、
府
高
Ｐ
か
ら
の
参
加

1
０
5
名
を
含
む
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
賀
で
の
開
催
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
広
め
よ
う
高
め
よ
う

慈
し
む
心
」
～
君
た
ち
が
つ
く
る
希
望
の
明

日
を
～
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
、
社
会
に
お
い
て
「
慈

し
む
心
」
を
忘
れ
ず
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
そ

の
支
え
と
な
り
、
希
望
の
明
日
を
作
っ
て
い

く
た
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
大
会
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

基
調
講
演
は
佐
賀
県
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
他
の
会
場
へ
は
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
り

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。「
レ
モ
ン
さ
ん
」
こ
と

「
山
本
シ
ュ
ウ
」
さ
ん
と
い
う
方
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
頭
に
レ
モ
ン
の
か
ぶ
り
物
を
し

て
5
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
を
務
め
ら
れ
た
個

性
豊
か
な
人
で
す
。
ラ
ジ
オ
Ｄ
Ｊ
で
、
講
演

も
多
数
こ
な
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
テ
ー

マ
は
「
レ
モ
ン
さ
ん
の
ビ
タ
ミ
ン
ト
ー
ク
！

～
慈
し
み
の
愛
言
葉
！
Ｗ
ｅ 
ａ
ｒ
ｅ 

シ
ン

セ
キ
！
～
」

　

近
頃
、
昭
和
時
代
の
指
導
者
が
パ
ワ
ハ
ラ

等
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、
昭
和
時
代

の
子
ど
も
の
育
て
方
と
現
在
の
子
ど
も
の
育

て
方
の
違
い
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

自
身
が
5
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
さ
れ
た
経
験

を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
必
要
性
に
も
触

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
色
々
な
気
づ
き
が
得

ら
れ
た
講
演
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
分
科
会
が
各
会
場
で
各
テ
ー
マ

に
分
か
れ
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
」「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」「
家
庭
教
育
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
」「
Ａ
Ｉ
と
と
も
に
歩
む
未
来
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
」「
主
権
者
教
育
」
と
7
つ

の
テ
ー
マ
で
各
校
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
質
疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
、
参
考
に

な
る
事
例
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
賀
大
会
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
「
は

な
わ
」
氏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ま
た
佐
賀

県
内
の
高
校
の
吹
奏
楽
部
、太
鼓
部
、合
唱
部
、

ダ
ン
ス
部
な
ど
も
大
会
に
華
を
添
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

大
会
二
日
目
は
、
分
科
会
で
の
総
括
と
、

記
念
講
演
と
し
て
㈱
タ
ニ
タ
社
長　

谷
田
千

里
氏
、
佐
賀
新
聞
社　

富
吉
賢
太
郎
氏
、
唐

津
商
工
会
議
所　

宮
島
誠
一
氏
、
柔
道
金
メ

ダ
リ
ス
ト　

古
賀
稔
彦
氏
、
俳
優　

片
岡
鶴

太
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
各
会
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
ど
れ
も
「
生
き
方
」
に
つ
い
て
考
え

さ
れ
ら
れ
る
良
い
講
演
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

3
年
を
か
け
て
準
備
さ
れ
た
こ
の
佐
賀
大

会
、
大
き
な
会
場
が
な
い
た
め
4
会
場
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
故
に
佐
賀
県

内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
の
親
近
感
と
温
か
み
を

感
じ
る
大
会
で
し
た
。

　

府
高
Ｐ
ツ
ア
ー
参
加
者
は
、
博
多
駅
前
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
バ
ス
で
各
会
場
へ
60
分

か
ら
90
分
か
け
て
各
会
場
へ
向
か
う
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
移
動
時
間
も
長
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
懇
親
会
な
ど
で
は
各

校
の
情
報
交
換
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
大
変

満
足
の
い
く
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
8
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）
京

都
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
お
近
く
で
す
の
で
是

非
と
も
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

し
ま
し
た
。

・�

15
の
造
形
分
野
を
各
専
用
教
室
に
て
取
り

組
ん
で
い
る
生
徒
た
ち
の
眼
差
し
は
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。
私
た
ち
が
覗
き
込
ん

で
も
手
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
集
中

力
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
個
々
の
個
性
が

作
品
に
現

れ
て
い
ま

し
た
。

・�

生
徒
た
ち

の
作
品
に

は
鳥
肌
が

出
っ
放
し

（
笑
）。
個

人
的
に
欲

し
い
作
品

も
何
点
か

あ
り
、
夢

も
た
く
さ

ん
あ
る
学

校
だ
と
感

動
し
ま
し

た
。
作
品

を
も
っ
と

見
て
み
た

い
し
紹
介

も
し
た
い

で
す
。

【
さ
い
ご
に
】

　

今
年
は
府
高
Ｐ
協
議
会
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

港
南
造
形
高
校
で
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。「
大

阪
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
版
画
部

が
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
印
刷
し
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
、
全
高
Ｐ
連
佐
賀
大
会

で
は
大
活
躍
で
し
た
。
版
画
部
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

第
44
回
近
高
Ｐ
連

庫
大
会

兵
（
副
会
長　

野
嵜　

奈
美
子
）

　

第
44
回
近
畿
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合



　

大
阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
定
期
総
会
を

平
成
30
年
6
月
20
日
に
天
王
寺
区
の
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
於
き
ま
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

6
月
18
日
7
時
58
分
ご
ろ
、
大
阪
府
北
部
を
震
源

と
し
て
発
生
し
た
地
震
に
お
い
て
、
多
く
の
高
等
学

校
が
被
災
さ
れ
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
大
阪
府
教
育

庁
の
方
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
ま
た
、
大
阪

府
立
高
等
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
方
々
に
ご
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
催
に
先
立
ち
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
の

武
田
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
教
育
庁
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
29
年
度
の
大
阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

協
議
会
役
員
、
安
全
互
助
会
会
長
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
及
び
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪
代
表
の
東

住
吉
高
等
学
校
、
農
芸
高
等
学
校
、
千
里
高
等
学
校
、

泉
鳥
取
高
等
学
校
、
岸
和
田
高
等
学
校
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
終
了
後
、
安
全
互
助
会
の
山
下
会
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
30
年
度
定
期
評
議
会
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

次
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
総
会
に
移
り
、
平
成
29
年
度 

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
さ
れ
、

各
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
30
年
度
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
承

認
さ
れ
た
山
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、
30
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に
終
わ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
、
平
成
30
年
度
大

阪
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
和
泉
高
等
学

校
の
山
本
千
尋
と
申
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
協
議
会
の
活
動

に
御
協
力
、御
支
援
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
、
会
員
の
皆
様
や
幹
事
校
の
役

員
の
方
々
、
各
学
校
の
先
生
方
な
ど
と
協
力
し
話
し

合
い
な
が
ら
生
徒
達
が
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
環

境
を
作
り
、
ま
た
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

え
る
様
に
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け
は
、

長
男
が
小
学
校
3
年
生
の
秋
に
突
然
訪
れ
ま
し
た
。

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
っ
て
、
出
て
み
る
と
大

勢
の
人
が
お
ら
れ
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
願
い
し
ま
す
と

頼
ま
れ
た
の
が
発
端
で
す
。
そ
の
後
も
中
学
校
、
高

等
学
校
で
も
依
頼
さ
れ
、現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

確
か
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
大
変
な
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
す
が
、
引
き
受
け
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ

と
で
自
分
の
知
識
を
高
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
を
教
わ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、
自
分
の
知

識
の
な
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
役
員
を
引
き
受
け
る
か
ぎ
り

は
、
出
来
な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
無
く
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
出
来
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
み
ん

な
で
楽
し
く
行
い
た
い
と
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
、
課
題
点
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

各
校
で
考
え
る
の
で
は
無
く
、
全
て
の
学
校
の
問
題

と
し
て
考
え
ら
れ
る
様
な
、
協
議
会
に
な
っ
て
い
け

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
一
人
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の

役
員
あ
い
さ
つ

・�

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
不
安
の
ま
ま
、
船

出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、と
に
か
く
“
船

酔
い
”
だ
け
は
し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
と
協

力
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

中
本　

義
隆
（
豊
中
高
校
）

・�

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
府
高
Ｐ
で
は
副
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に

参
加
で
き
た
の
も
何
か
の
縁
、
皆
様
と
協
力

し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

瀬
川　

昇
（
山
田
高
校
）

・�

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
府
高
Ｐ
で
は
会
計
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
と
協
力
し
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

加
地　

美
智
代
（
大
正
高
校
）

・�

第
4
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
年
間
を
楽
し
み
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
為
に
な
る
活
動
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

北
口　

勝
進
（
野
崎
高
校
）

・�

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
意
見
交
換
や
情
報
共
有
で

き
る
こ
の
機
会
と
皆
さ
ま
と
の
ご
縁
に
感
謝

し
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

木
場　

博
美
（
布
施
北
）

・�

第
6
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
校
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
機
会
。
未
来
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
為
、
充
実
し
た
高
校
生
活
が

お
く
れ
る
様
、
力
の
限
り
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

佐
藤　

は
る
か
（
港
南
造
形
）

・�

第
7
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
と
書
記
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
何
分
に
も
会
長
も
初
の
私

で
す
が
、
保
護
者
代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、
社
会
に
出
て

い
く
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
高
校
生
活
が

送
れ
ま
す
よ
う
に
自
分
の
役
目
を
果
た
し
て

い
く
決
意
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。�

萩
原　

貴
幸
（
東
住
吉
総
合
）

・�

第
8
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
校
で
、
府
校
Ｐ
で
は
幹

事
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
な
事
ば
か
り
で
不
安
で
す

が
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

花
田　

志
津
江
（
和
泉
総
合
）

・�

第
2
部
会
幹
事
校
、
府
高
Ｐ
で
は
副
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
３
６
校
の

子
ど
も
達
が
色
々
な
場
面
で
輝
け
る
様
に
皆

様
と
一
致
団
結
し
て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

野
嵜　

奈
美
子
（
城
東
工
科
）

　

第
76
号
「
ら
し
ん
ば
ん
」
を
無
事
に
発
行
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
度
も
府
高
Ｐ
の

活
動
報
告
を
出
来
る
限
り
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
た
と
思
う
と
、
早
い
も
の
で

も
う
す
ぐ
半
分
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
6
月
の
府
高
Ｐ
総
会
の
2
日
前
に
起
こ
っ

た
大
阪
北
部
地
震
に
始
ま
り
、
7
月
の
豪
雨
、

度
重
な
る
台
風
直
撃
と
、
今
年
度
は
災
害
続
き

で
、
今
一
度
防
災
、
危
機
管
理
の
見
直
し
が
問

わ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の
災
害

が
無
い
こ
と
を
祈
り
た
い
こ
の
頃
で
す
。

　

最
後
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
1
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
長　

瀬
川　

昇
）

Ｈ．31．　 
 ７/5（金）
・6（土）

Ｈ．31． 　
8/22（木）
・23（金）

広報紙「らしんばん７6号」発行予定
人権啓発研修会 アウィーナ大阪
研究集会（事例発表 3校→2・6・8ブロック） アウィーナ大阪
広報紙「らしんばん７7号」発行予定
総　 会 アウィーナ大阪

30

31

11 1

第４５回近畿地区高等学校
ＰＴＡ連合会大会 和歌山大会

※各単位ＰＴＡにおかれましては、近畿大会・全国大会のご参加に伴う予算化についてご検討をお願いいたします

和歌山県民文化会館
（和歌山市）

第６９回全国高等学校
ＰＴＡ連合会大会 京都大会

ロームシアター京都
・みやこめっせ（京都市）  

年 月 日 行　　事　　名

12 7
2 1
5 1
6 19

今 後 の 予 定今 後 の 予 定今 後 の 予 定

編

集

後

記

「子どもは社会を映す鏡」。さぁ、私たち大人ができることから「変身！」

（第76号）	 ら し ん ば ん 	 平成30年11月 1 日  （4）

PTA入院見舞金申請から給付まで
入院見舞金
学校管理下における生徒の
災害（傷病・事故等）での
入院により入院見舞金を贈
る

ＰＴＡ活動中の災害
単位・ブロック・大阪府・近畿・全国のＰＴＡ活動に参加
の生徒・保護者・教職員等関係者が災害（傷病・事故
等）にあったときに入院見舞金を贈る（物損なし）
但し、教職員は単位ＰＴＡ会費を支払っている会員

入院　 2 泊 3 日～ 13 泊 14日（連続） 20,000円
入院　 14 泊 15日～ 29 泊 30日（合算可） ＋ 30,000円
入院　 30 泊 31日　（合算可）以上 ＋ 50,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し、8万円を限度とする）
◎疾病による入院見舞金は、独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済の
　給付対象となる事由に限り給付するものとする。

①
添
付
書
類（
不
要
）

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
名
に
よ
り
請
求
し
状

況
証
明（
学
校
長
の
証
明
）を
添

え
て
請
求
す
る
。

　（
医
師
の
証
明
は
不
要
）

各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議

会
事
務
局
へ（
郵
送
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
後
、本
書
を
郵
送
く
だ
さ
い
）

※
各
校
指
定
の
銀
行
口
座
へ
送
金

【
指
定
口
座
が
個
人
口
座
の
場
合
は
、

必
ず
個
人
様
へ
協
議
会
よ
り
の
入

金
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
】

◆
平
成
19
年
4
月
1
日
以
降
に
発

生
し
た
災
害
に
対
し
て
適
用

★
請
求
権
発
生
翌
日
起
算
3
ヶ
年

学
校
宛
送
金
通
知
書
送
付

給
付
請
求
と
期
限

通
　
　
知

給
　
　
付

書
類
審
査

申
請
書
提
出

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

入院見舞金規程を改正しました。
平成30年４月１日以降に生じた災害から入院14泊15日～29泊30日（合算可）の支給金額が50,000円になりました。

大阪府立高等学校PTA協議会の団体補償制度
「高校生総合補償制度」・「自転車総合補償制度」

受 託
保 険
会 社

損保ジャパン日本興亜㈱（幹事引受会社）
東京海上日動火災保険㈱・三井住友海上火災保険㈱
Chubb 損害保険㈱

担 当
代理店

㈱アーク・スリー・インターナショナル　㈱宇智ライフサービス
㈱ジョインハンズ　　㈱ベストプロポーザル　　㈱マーブル
損保ジャパン日本興亜保険サービス㈱

団体補償制度への中途加入を随時受け付けています。
中途加入のお申し込みは下記ご連絡先までご連絡お願いします。
幹事取扱代理店：損保ジャパン日本興亜保険サービス㈱
TEL 0120－809－805（受付時間：平日の午前９時から午後５時まで）

人
権
啓
発
研
修
会

人
権
啓
発
研
修
会

人
権
啓
発
研
修
会

人
権
啓
発
研
修
会

　

平
成
30
年
12
月
7
日
（
金
）
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
に
於
い
て
「
大
阪
と
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
市
民
学
会
事
務
局
と
外
島
保

養
院
の
歴
史
を
残
す
会
事
務
局
原
田
恵
子

先
生
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
泉
北
、
外
島
保
養
院
の
歴

史
を
残
す
会
共
同
代
表
の
三
宅
三
千
子
先

生
で
す
。

　

皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。


